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○田村奈巳 、゙酒井哲也＊、酒井豊子＊＊（＊共立女大、*  ＊放送大）

目的　これまでに染色により誘起されるﾅｲﾛﾝ などの繊維の力学的性質と微細構造の変化

と万贋連について論じてきたが、本報告では高温で染色した試料について検討する．
方法　ﾅｲﾛﾝ6 の4 倍延伸糸に処理温度を90 ～120 °Cとして分散染料のOrange ３を使用し

たW 石処理（染色試料）、染料を用いない熱水処理（対照試料）を施し、試料を作成した．
引張試験、粘弾性測定、密度、DSC 、ＴＭＡなどの結果から、染色処理の効果を検討した．

結果　本試料の損失弾性率E'には、約25 "Cとioo ℃に弾性率の低下が観測され、それぞ
れ刄

－
結合による拘束の弱い低凝集領域と、水素結合による拘束の強い高凝集領域に対応

すると考えられる．処理温度が上昇するとともに25 ℃の降下が低温側から始まるようにな
り、染色処理はこの傾向がより強く現れた．非晶密度（結晶化度、測定密度、結晶密度の
固有値から算出した値）の低下などからボイド的な領域が生成した結果と考えられる．一
方、高温処理によってE' 曲線の100 °Cの弾性率降下領域が徐々に消失し、高凝集領域が緩
和された結果と考えられる．高温試料のDSC 曲線及びＴＭＡ曲線などから、染色試料には凝
集状態のより高い領域が生成することが予想された．これまでにGO ℃染色処理は非晶構造
の凝集状態の疎密をわけるといった二極化を引き起こす働きを持つとの推論を提案してき
たが、高温処理による微細構造の変化についても同様に理解することが可能であり、90 ℃
処理試料よりも二極化をより強く引き起こす結果となった．これらの試料の強伸度曲線を
検討した結果、ヤング率は低凝集域における分子の配向及び分子間相互作用の程度を示し、
第1 降伏点は低凝集域における分子間滑り を、第２降伏点は高凝集域におけるネットワー

ク結節点の分子間滑りを反映すると考えれば、前述した微細構造の変化とよく対応する事
がわかった．
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衣料用革の性状におよぽすドライクリーニングの影響

○角田由美子’ 今井哲夫¨　 岡村浩’

（＊昭和女大、¨ 都皮技センター）

＜目的＞近年、革衣料に関する消費者からのクレームは、ドライクリーニングに起因する

ものが最も多くなっている。しかし、クリーニングによる衣料用革の性状変化について検

討したものはあまり見当らない。本報では繰り返しドライクリーニング試験を行ない、色

調、光沢度、収縮率、力学的性質、官能検査、化学分析から性状の変化を検討した。

＜方法＞試料は市場で流通している豚革6点、緬羊革8点、牛革6点の合計20点を用いた。

ドライクリーニングはウオッシュシリンダーを用い、洗浄液はIUF434 に準拠して調製し、

洗浄時間、温度は商業クリーニングに準じて、25℃で7分間行なった。乾燥は金網上に広

げて55 ℃で45 分間行ない、乾燥後、30分間空打ちした。これらの工程を5回繰り返した。

色調はL゛a＊b＊表色系により△E＊を測定した。光沢度は75°鏡面光沢度を測定し、収縮率は

JIS L 1042 に準じて測定した。力学的性質はKES、FB計測システムを用いて測定し、官能

検査は8名の皮革の専門家が行なった。化学分析はJIS K 6550にもとづき行なった。

＜結果＞1) クリーニングによる色調の変化はスエードやヌバックにおいて変化が著しく、

銀付き革では著しい変化は認められなかった。2)光沢度は銀付革において著しい変化が認

められ、初回のクリーニングによる変化が著しかった。3) 収縮率はクリーニングにより大

きくなる傾向が認められ、5回のクリーニングでは5％以上収縮するものも認められた。4)

力学的特性では曲げ特性値がクリーニングにより著しく増大した。5)官能検査では、柔軟
性、ふくらみ、ぬめり感はクリーニングによりやや減少し、腰・弾力性はやや大きくなる

傾向が認められた。6)化学分析の結果、クリーニングにより脂肪分は著しく減少した。
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